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16
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6
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7
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か
ら
平
成
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年
6
月
9
日

調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

 

防災･危機対策調査特別委員会
　委員長　野田　譲　　　副委員長　佐藤　わか子　

東西線沿線整備調査特別委員会
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地域経済活性化調査特別委員会
　委員長　日下　富士夫　　副委員長　佐竹　久美子　

子育て健全育成調査特別委員会
　委員長　嵯峨　サダ子　　副委員長　橋 　次男　

環境・緑化推進調査特別委員会
委員長　大槻　正俊　　　　　副委員長　田村　　稔

　

表　
　
　

彰

市
議
会
の
役
割
、
仕
組
、
運
営
、
難
し
い

市
議
会
ガ
イ
ド
Ｑ
＆
Ａ
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

議
会
用
語
等
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

　

本
委
員
会
は
、
防
災
・
危
機
対

策
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
宮
城
県
沖
地
震
等
の
災
害
・

危
機
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
。

調
査
テ
ー
マ
は
「
災
害
時
に
お
け

る
情
報
通
信
体
制
に
つ
い
て
」
と

し
、
四
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開

催
し
た
。
ま
た
、
十
月
に
は
「
東

京
都
防
災
セ
ン
タ
ー
」、「
横
浜
市

防
災
行
政
用
無
線
シ
ス
テ
ム
」
を

視
察
し
、
災
害
発
生
時
等
の
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。　
　
　

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕

○
情
報
の
収
集
と
伝
達
に
関
し
て

　

は
、
各
小
学
校
な
ど
が
避
難
所

　

と
な
り
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達

　

の
拠
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
防

　

災
無
線
局
を
配
置
し
、
通
信
手

　

段
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て

　

は
、
電
源
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

　

あ
る
程
度
確
保
さ
れ
て
い
る
よ

　

う
な
軽
度
の
状
況
か
ら
、
全
て

　

が
ダ
ウ
ン
し
た
最
悪
の
場
合
ま

　

で
の
各
段
階
に
応
じ
た
対
応
、

　

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
し
っ
か

　

り
と
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
防
災
力
に
関
し
て
は
、
大
災
害

　

の
場
合
は
、
各
方
面
か
ら
の
救

　

援
、
応
援
が
あ
る
が
、
最
初
の

　

二
、三
日
は
体
制
を
整
え
る
の

　

に
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、

　

そ
の
間
、
地
域
住
民
一
人
一
人

　

の
防
災
力
、
地
域
の
連
帯
感
と

　

い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
つ
く

　

り
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
事
前
の
対
策
に
関
し
て
は
、
避

　

難
所
誘
導
な
ど
の
サ
イ
ン
整
備

　

を
す
れ
ば
、
地
震
に
対
す
る
市

　

民
の
意
識
が
高
ま
る
効
果
が
あ

　

る
の
で
、
少
し
ず
つ
で
も
整
備

　

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
防
災
・
危
機
安
全
対
策
全
般
に

　

関
し
て
は
、
市
民
の
安
全
を
守

　

る
た
め
、
自
助
・
共
助
・
公
助

　

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
対

　

策
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

の
学
生
に
「
屋
台
村
構
想
」
に
つ

い
て
の
プ
ラ
ン
を
発
表
し
て
も
ら

い
、
実
現
に
向
け
て
の
課
題
整
理

や
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
十
月
に
は
黒
壁
ス
ク
エ

ア
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
及
び
横
浜

市
を
訪
問
し
、 

黒
壁
ス
ク
エ
ア
で

は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
横
浜
市
で
は
「
ビ
ジ
タ
ー
ズ

産
業
振
興
」・ 「
国
際
経
済
交
流
」

の
施
策
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

〔
委
員
会
の
主
な
提
言
・
意
見
〕

○
ビ
ジ
タ
ー
ズ
産
業
振
興

  

● 

来
訪
者
と
交
流
を
図
れ
る
催
し

　

物
の
開
催
な
ど
を
検
討
す
べ
き

  

●
民
間
事
業
者
と
行
政
そ
し
て
市

　

民
の
三
者
が
連
携
を
取
り
な
が

　

ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

○
国
際
経
済
交
流

  

●
仙
台
の
持
つ
潜
在
能
力
を
生
か
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本
委
員
会
は
、
東
西
線
整
備
及

び
沿
線
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
促

進
し
、
こ
れ
に
対
応
し
た
総
合
交

通
体
系
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
。　

　

委
員
相
互
の
意
見
交
換
や
議
論

を
中
心
に
、「
東
西
線
沿
線
整
備
、

特
に
民
間
に
よ
る
沿
線
ま
ち
づ
く

り
と
そ
の
効
果
」
に
つ
い
て
、
五

回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
調

査
を
行
っ
た
。

　

十
月
に
は
福
岡
市
及
び
北
九
州

市
を
訪
問
し
、
福
岡
市
で
は
七
隈

線
主
要
駅
交
通
結
節
整
備
事
業
の

現
状
等
に
つ
い
て
、
北
九
州
市
で

は
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
小
倉
線
の
経

営
状
況
等
に
つ
い
て
視
察
研
究
を

し
た
。

　

ま
た
、
十
月
、
十
一
月
に
は
有

識
者
か
ら
ま
ち
づ
く
り
で
の
民
間

　

要
だ
と
思
う
。

○
規
制
緩
和
な
ど
民
間
活
力
導
入 

　

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
地

　

域
の
風
土
や
個
性
も
大
事
に
し

　

た
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
も
捉

　

え
な
が
ら
、
市
民
か
ら
期
待
さ

　

れ
る
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

　

り
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
。

　

活
力
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
意
見

聴
取
を
行
っ
た
。

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕

○
駅
や
駅
前
広
場
の
整
備
に
民
間

　

の
活
力
を
導
入
す
る
な
ど
、
便

　

利
で
魅
力
あ
る
機
能
的
な
施
設

　

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

　

市
民
に
喜
ば
れ
る
も
の
に
な
る

　

と
思
う
。

○
医
療
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、

　

そ
し
て
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

　

ち
づ
く
り
な
ど
地
域
の
ま
ち
づ

　

く
り
の
方
向
を
早
期
に
示
す
こ

　

と
で
、
民
間
の
活
力
を
積
極
的

　

に
求
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

　

思
う
。

○
地
域
の
経
済
に
対
し
て
も
貢
献

　

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方

　

に
つ
い
て
、
市
民
・
企
業
に
わ

　

か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
も
必

　

本
委
員
会
は
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
と
支

援
施
策
を
推
進
し
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

　

調
査
テ
ー
マ
を
「
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
」、「
思
春
期
に
お

け
る
子
育
ち
の
育
成
支
援
」
と
し
、

五
回
に
わ
た
り
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
有
識
者
を
招
い
て
の

意
見
聴
取
や
青
少
年
指
導
セ
ン
タ

ー
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
十
月
に
は
杉
並
区
児
童

青
少
年
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
杉
並
」、

国
分
寺
市
の
公
民
館
で
の
保
育
室

の
取
り
組
み
、
横
浜
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
よ
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
視
察
す
る
な
ど
、
意
欲
的
に

子
育
て
健
全
育
成
に
向
け
た
諸
課

　

解
し
て
も
ら
う
べ
き
。

○
企
業
に
少
子
化
に
対
す
る
社
会

　

的
責
任
を
求
め
る
際
に
は
、
努

　

力
し
た
企
業
に
は
メ
リ
ッ
ト
を

　

与
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
も
良

　

い
の
で
は
な
い
か
。

○
子
ど
も
の
相
談
が
一
ヶ
所
で
で

　

き
る
よ
う
総
合
相
談
窓
口
を
早

　

く
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

●
思
春
期
に
お
け
る
子
育
ち
の
育

　

成
支
援
に
つ
い
て

○
思
春
期
の
行
動
を
理
解
し
、
温

　

か
く
見
守
り
指
導
で
き
る
地
域

　

社
会
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。

○
性
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に

　

つ
い
て
の
教
育
に
し
っ
か
り
と

　

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

○
中
高
生
の
居
場
所
と
し
て
図
書

　

館
の
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
が

　

必
要
で
あ
る
。

題
や
方
策
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕

●
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に

　

つ
い
て

○
地
域
で
市
民
活
動
を
し
て
い
る

　

グ
ル
ー
プ
や
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

　

重
要
で
あ
る
。

○
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
に

　

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
つ
く
り
、

　

ま
ち
の
法
律
と
し
て
市
民
に
理

  

本
委
員
会
は
、
新
た
な
産
業
と

雇
用
の
創
出
、
都
市
の
魅
力
を
高

め
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
た
。  「
ビ
ジ
タ
ー
ズ
産
業
振

興
」
と
「
国
際
経
済
交
流
」
の
二

つ
を
テ
ー
マ
と
し
、
市
外
か
ら
人

や
投
資
を
呼
び
込
み
、
仙
台
を
に

ぎ
わ
い
あ
る
都
市
に
し
て
い
く
こ

と
を
主
眼
に
七
回
の
委
員
会
を
開

催
し
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
調
査

テ
ー
マ
と
し
て 

「
宮
城
野
通
の
屋

台
村
構
想
」 

を
取
り
上
げ
た
。

　

十
月
に
は 

「
ビ
ジ
タ
ー
ズ
産
業

振
興
」
に
つ
い
て
意
見
聴
取
等
を

行
い
、 

十
一
月
に
は
「
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
意
見
聴
取
を

行
っ
た
。
一
月
に
は
、 

宮
城
大
学

　

し
、
新
た
な
企
画
を
創
出
す
べ
き

○
屋
台
村
構
想
に
つ
い
て

  

●
宿
泊
客
を
増
や
す
た
め
夜
の
に

　

ぎ
わ
い
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

　

が
、
屋
台
村
の
実
現
に
は
多
く

　

の
規
制
が
あ
り
検
討
を
要
す
る 

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

  

な
お
、 

屋
台
村
構
想
に
つ
い
て

は
、
全
委
員
か
ら
次
期
委
員
会
に

お
い
て
も
継
続
し
て
調
査
を
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

意
見
書
第
一
号

　

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
度
の
早
期

見
直
し
を
求
め
る
件

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
る
閲
覧
制
度

を
原
則
と
し
て
行
政
機
関
や
世
論
調
査

等
に
限
定
す
る
な
ど
抜
本
的
な
改
革
を

早
急
に
講
じ
る
よ
う
要
望

意
見
書
第
二
号

　

真
の
地
方
分
権
の
実
現
に
向
け
た
改

革
の
推
進
を
求
め
る
件

　

真
の
地
方
分
権
の
実
現
に
向
け
て
、

地
方
六
団
体
の
意
向
も
十
分
踏
ま
え
、

改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
要
望

意
見
書
第
三
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
案
に
対
し
慎
重

審
議
を
求
め
る
件

　

障
害
者
の
懸
念
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
地
域
生
活
の
実
情
を
踏
ま
え
、

障
害
者
自
立
支
援
法
案
を
慎
重
に
審
議

す
る
よ
う
要
望

以
上
の
意
見
書
を
国
会
・
政
府
へ
提
出

・
意
見
書
・

議
会
運
営
委
員
会
の

議
会
運
営
委
員
会
の

一
年
を
終
え
て

一
年
を
終
え
て

　

本
委
員
会
は
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
上
で

重
要
な
地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
や

緑
化
施
策
の
推
進
等
に
つ
い
て
の

調
査
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
。

　

 

「
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
と

都
市
緑
化
の
あ
り
方
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
中
で
も
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
都
市
緑
化

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
四
回
に

わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

十
月
に
は
ガ
ス
局
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
、
電
力
ビ
ル
（
一
番
町
）、  

ラ

イ
オ
ン
ズ
タ
ワ
ー
仙
台
広
瀬
を
視

察
し
、
屋
上
緑
化
や
公
開
空
地
緑

化
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま

た
、
十
一
月
に
は
大
阪
シ
テ
ィ
エ

ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
な
ん
ば
パ

　

向
上
や
豊
か
な
屋
外
の
生
活
空

　

間
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

　

が
必
要
で
あ
る
。

○
環
境
を
視
点
と
し
た
都
市
緑
化

　

の
役
割
や
あ
り
方
を
整
理
し
、

　

緑
の
配
置
に
つ
い
て
、
景
観
や

　

憩
い
の
場
と
し
て
の
機
能
を
含

　

め
た
総
合
的
な
構
想
を
創
る
必

　

要
が
あ
る
。

ー
ク
ス
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
を
視
察
し
、

屋
上
緑
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
験

集
合
住
宅
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

一
月
に
は
、
有
識
者
か
ら
都
市

の
温
熱
環
境
に
及
ぼ
す
緑
の
効
果

と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見
聴
取
を
行

っ
た
。

〔
委
員
の
主
な
意
見
〕

○
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
は
、

　

緑
化
事
業
の
ほ
か
に
、
反
射
塗

　

料
の
使
用
や
人
工
排
熱
の
削
減

　

な
ど
様
々
な
手
法
が
あ
り
、
費

　

用
対
効
果
や
地
域
の
特
性
な
ど

　

を
考
慮
し
て
適
切
な
選
択
が
望

　

ま
れ
る
。

○
都
市
緑
化
、
特
に
屋
上
緑
化
の

　

推
進
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対

　

策
の
み
に
着
目
す
る
の
で
は
な

　

く
、
都
市
空
間
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

　

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会
（
五

月
二
十
五
日
開
催
）
に
お
い
て
、

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
特
別
表
彰

　

ー
議
員
在
職
三
十
年
以
上
ー

　
　
　
　
　
　

屋　

代　

光　

一

　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

芳　

雄

　
　
　
　
　
　

大　

泉　

鉄
之
助

　

ー
議
員
在
職
二
十
五
年
以
上
ー

　
　
　
　
　
　

郷　

湖　

健　

一

　
　
　
　
　
　

登　

坂　
　
　

・
一
般
表
彰

　

ー
議
員
在
職
十
年
以
上
ー　
　

　
　
　
　
　
　

斉　

藤　

重　

光

　
　
　
　
　
　

嵯　

峨　

サ
ダ
子

　
　
　
　
　
　

大　

槻　

正　

俊

　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

勇　

治

　
　
　
　
　
　

日　

下　

富
士
夫

　
　
　
　
　
　

佐　

竹　

久
美
子

　
　
　
　
　
　

西　

澤　

啓　

文

　
　
　
　
　
　

野　

田　
　
　

譲

件
）
の
議
案
等
が
市
議
会
に
提
出

さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
市

政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
が
あ
る

場
合
に
、
市
議
会
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
請
願
に
つ
い
て
も
審

議
を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　

こ
の
よ
う
に
市
議
会
で
は
、
一

年
を
通
し
て
市
政
に
関
す
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
傍
聴

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

た
り
、
議
員
が
市
長
に
市
政
全
般

の
質
問
を
行
う
「
本
会
議
」
と
、

議
員
の
全
員
ま
た
は
そ
の
一
部
で

構
成
し
、
本
会
議
で
議
案
に
対
す

る
可
否
を
最
終
的
に
決
定
す
る
前

に
、
議
案
を
専
門
的
・
技
術
的
に

審
査
す
る
「
委
員
会
」
が
あ
り
ま

す
。　

　

平
成
十
六
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
間
に
、
本
会
議
は
二
十
八

日
間
、
委
員
会
は
、
法
律
・
条
例

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
議
会
運
営

委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委

員
会
が
延
べ
百
五
十
一
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

市
議
会
で
は
、
一
年
間
に
ど

れ
ぐ
ら
い
の
議
案
等
に
対
し
て
審

議
を
行
っ
て
い
る
の
？

　
　

最
近
三
年
間
の
議
案
等
受
理

件
数
は
表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
一
年
間
で
は
、
二
百
五

件
（
う
ち
議
員
提
出
議
案
二
十
五

事
務
局
庶
務
課
（
電
話
二
一
四
ー

六
一
六
四
）
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
　

市
議
会
で
は
、
一
年
間
に
何

日
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
の
？

　
　

会
議
に
は
、
議
員
全
員
で
構

成
し
、
市
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
や
市
議
会
と
し
て
の
意
思
表
明

な
ど
の
可
否
を
最
終
的
に
決
定
し

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
一

階
）
や
市
立
の
各
図
書
館
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。 

  

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

平
成
二
年
二
月
以
降
の
定
例
会
・

臨
時
会
、
平
成
三
年
九
月
以
降
の

予
・
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
、

平
成
三
年
五
月
以
降
の
常
任
委
員

会
、
平
成
四
年
五
月
以
降
の
調
査

特
別
委
員
会
の
会
議
録
を
こ
と
ば

や
発
言
者
な
ど
で
検
索
で
き
ま
す
。

  

ど
ち
ら
の
会
議
録
も
、
新
し
い

会
議
録
が
追
加
さ
れ
る
ま
で
、
本

会
議
（
委
員
会
）
の
終
了
後
二

三
ヶ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
公
文
書
の
開
示
に
つ
い

て
は
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
電
話

二
一
四
ー
一
二
三
九
）、
議
員
の

資
産
等
の
公
開
に
つ
い
て
は
議
会

に
関
わ
る
救
急
医
療
の
充
実
策
、

消
防
団
の
活
性
化
策
な
ど
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
行
財
政
改
革
へ

の
取
り
組
み
」、「
個
人
住
民
税
非

課
税
措
置
廃
止
等
の
条
例
改
正
」、

「
鶴
ケ
谷
第
一
市
営
住
宅
団
地
再

整
備
推
進
事
業
」、「
地
域
経
済
活

性
化
策
」、「
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
の
確
保
」、「
国
民
健
康
保
険

条
例
改
正
」
等
の
市
政
の
課
題
に

つ
い
て
も
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

市
議
会
の
情
報
公
開
制
度
に

は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？　
　

　
　

こ
の
制
度
に
は
、「
会
議
録

等
の
公
開
制
度
」、「
公
文
書
の
開

示
制
度
」、「
議
員
の
資
産
等
の
公

開
制
度
」
が
あ
り
ま
す
（
下
図
参

照
）。

　

例
え
ば
、
製
本
版
の
会
議
録
は

　
　

今
回
の
定
例
会
で
話
題
と
な

っ
た
議
題
は
な
に
？

　
　

市
の
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設

で
あ
る
松
森
工
場
は
、
三
月
末
に

生
じ
た
試
運
転
中
の
ト
ラ
ブ
ル
の

た
め
、
全
炉
の
運
転
を
停
止
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
事
故
後
は

じ
め
て
と
な
る
今
回
の
定
例
会
で

は
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
の
問
題
に
対

し
て
、
事
故
の
原
因
か
ら
危
機
管

理
体
制
の
あ
り
方
、
今
後
の
改
善

策
や
本
格
稼
動
に
至
る
ま
で
、
多

く
の
時
間
を
か
け
て
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
、
高
い
確
率
で
起

き
る
と
さ
れ
る
宮
城
県
沖
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
災
害
へ
の
備
え
は
、

市
民
の
関
心
が
高
い
問
題
で
あ
り
、

地
域
の
震
災
・
防
災
対
策
や
そ
れ

  　

委
員
長　

西
澤　

啓
文　

　
　

副
委
員
長　

佐
藤　

わ
か
子

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
平
成

十
六
年
六
月
に
選
任
さ
れ
た
十
名

の
委
員
が
、
本
会
議
の
開
催
ご
と

に
、
会
議
の
日
程
や
議
事
の
進
め

方
を
は
じ
め
、
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
予
算
・
条
例
な
ど
の
議
案
な

ど
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
員
自
ら
が
提
出
す
る
条
例
、

国
に
対
す
る
意
見
書
、
決
議
な
ど

は
、
議
会
運
営
委
員
会
で
そ
の
取

扱
い
を
協
議
し
、
決
定
し
た
う
え

で
本
会
議
に
提
出
さ
れ
ま
す
が
、

平
成
十
七
年
第
一
回
定
例
会
ま
で

の
一
年
間
に
本
会
議
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
、「
仙
台
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
な
ど
条
例
が
六
件
、「
郵
政

事
業
の
改
革
に
関
す
る
件
」
な
ど

意
見
書
が
十
件
、「
仙
台
市
を
本

拠
地
と
す
る
プ
ロ
野
球
球
団
の
実

現
に
関
す
る
件
」
な
ど
決
議
が
三

件
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
議
事
録
公
開
範
囲
を
常
任
委
員

会
と
調
査
特
別
委
員
会
に
も
拡
大

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
行
の
全
体

会
方
式
だ
け
で
は
な
く
、
分
科
会

に
つ
い
て
も
こ
の
方
式
で
運
営
し

て
い
る
広
島
市
と
北
九
州
市
の
視

察
を
行
う
な
ど
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
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ＱＡ

ＱＡ
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議会の情報公開

議
員
の
資
産
等
の

公
開
制
度

図

会
議
録
等
の
公
開

制
度

公
文
書
の
開
示
制
度

　

議案等受理件数
平成 16 年 205 (25)

平成 15 年 176 (17)

平成 14 年 182 (26)

表１
請願受理件数
平成 16 年 ５

平成 15 年 ３

平成 14 年 ６

表２

※それぞれ、その年の 1 月 1 日 12 月 31 日まで
の件数

※表 1 の (　) 内は、うち議員提出議案の件数

国分寺市の公民館での視察の様子

なんばパークス（大阪市）
横浜市防災行政用無線システムを視察

宮城野通での現地調査

福岡市における視察
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